
 

令和 5 年度後三年合戦金沢柵公開講座                 2023/12/24 竹井英文（東北学院大学） 

 

史料から読み解く金沢城の歴史 
 

はじめに 

 

 ・城郭研究と文献史料…考古学・縄張研究に比べ、意外にも進んでいるとはいえないのが現状。 

年代・城主・性格といった基礎情報を与えてくれる重要な情報源 

 ・少ない一次史料、多い二次史料…一次史料で情報を固め、二次史料をどう活かすか 

 ・金沢城…金沢柵の比定地だが、金沢城も県内有数の中世山城で重要な遺跡。どのような歴史を 

たどってきた城館なのか。文献史料を可能な限り収集し、現時点で描ける歴史を提示したい 

 

１．鎌倉～室町期の金沢城 

 

①鎌倉・南北朝期の金沢城 

 ＊「小野寺氏系図」【史料１】 

・小野寺道綱の項に、奥州藤原氏攻めの軍功として「於羽□雄勝・仙乏両軍ヲ賜フ、従其比仙乏 

金沢ニ住ス、雄勝太郎ト云」 

 ＊「由利家及打越家系図」（『本荘市史』史料編Ⅰ下） 

  ・楠一族が金沢城に。楠木正成四代孫の「金沢少将正家」 

    ⇒いずれも伝承レベルと言わざるをえない 

 

②室町期の金沢城と金沢右京亮 

 ＊「津軽屋形様御先祖ヨリ之覚」（『青』2、1343）、「津軽御先祖之次第」【史料 2】など 

・15 世紀、南部氏と安藤氏の争いで南部氏が秋田・仙北・津軽地域を獲得。当時の南部家当主の

三男が金沢城主として仙北に入部＝金沢右京亮 

⇒永享 6 年（1434）「後花園天皇口宣案」（『青』2、1311）に見える右京亮家光か 

・その後、仙北地域で一揆が起き、金沢右京亮は切腹。3 歳の息子（南部右京亮＜家信か＞）は

家臣に守られ久慈へ脱出し、後の津軽家へと続いていく、というストーリー 

  ⇒正確な時期は不明だが、「小野寺家系図」（『横』系図 1-1）などから寛正 6 年（1465）～ 

応仁 2 年（1468）か。小野寺泰道との争いか 

  ・南部氏にとっての金沢…安藤氏からの領土切り取りというよりも、「京都御扶持衆」としての 

遠隔地所領説が有力。日本海側と太平洋側を結ぶ結節点としての金沢（若松 20、斉藤 21 ほか） 

・15 世紀後半は、恒常的な山城が各地に出現してくる時期。金沢城もこの頃に築城？ 

 

※このほか、『戸沢家譜』（『横』補遺 2-3-1）に応永 27 年（1420）に「金沢源兵衛」、永禄 11 年（1568） 

に戸沢氏と小野寺氏との金沢での合戦が記されるが、真偽不明 

 

２．戦国期の金沢城―小野寺氏・金沢金乗坊・金沢氏―   

 

①小野寺道秀と金沢城 

 ＊「小野寺家系図」【史料３】・「小野寺系図」（『横』系図 1-4）など 

  ・次に登場するのが、小野寺泰道の孫（稙道の弟）にあたる孫三郎道秀なる人物。「道秀 孫三郎 

金沢城主」、あるいは小野寺景道の弟として「道秀 孫七 仙北金沢ニ居城ス」などと登場 



 

  ・『月の出羽路』に記される「金沢権太夫光秀」と同一人物？茨島館（美郷町）が居館という 

    ⇒おおむね 16 世紀前半、小野寺氏一族が金沢城・茨島館に入ったか。金沢氏を名乗る？ 

 ＊「源姓本堂系図」【史料４】 

  ・寛永 19 年（1642）成立。戦国末期の本堂忠親の祖父、頼親の項に「伊勢守 与出羽国金沢城 

   主道秀合戦於野口、討死、四十四歳」 

⇒「道秀」＝小野寺道秀か。やはり時期的に 16 世紀前半の出来事の可能性大 

 ＊「河村氏由緒書」【史料 13】、「源姓幡江氏系図」（『横』補遺 1-177） 

  ・河村氏…金沢住で小野寺氏（六郷・金沢氏？）旧臣、後に佐竹氏に仕える 

  ・幡江氏…金沢住でもともと金沢氏を名乗り金沢城主との由緒だが、小野寺氏らの旧臣？ 

 

②「平城の乱」と金沢城 

 ＊「奥羽永慶軍記」（『横』3-1-2）、「語伝仙北小野寺之次第」【史料５】など 

  ・小野寺稙道…天文 15 年（1546）の横手佐渡守・金乗坊の反乱で討死。金乗坊は「仙北金沢ノ 

   住役氏」・「山伏」とされる 

・金乗坊と金沢城・金沢氏との関係は不明だが、『奥羽永慶軍記』では金沢氏は別個に登場 

・金沢城がある山は、古来「聖地」で修験の場。金沢城と八幡神社・修験寺院が併存か 

 ＊『月の出羽路』 

  ・戦国期の金沢八幡神社神主は土肥安芸守（増田城主土肥氏一族）とされる。金乗坊と関係？ 

 

③六郷氏・金沢氏と金沢城 

 ＊「柞山峯之嵐」【史料６】 

 ・「金沢之故城…天正ノ頃ニハ六郷兵庫正乗カ弟金沢権太郎邑食ス」。小野寺氏一族としての金沢 

氏に、六郷氏から養子入りして新たな金沢氏に？ 

  ・『月の出羽路』に記される「金沢権之助光長」と同一人物？天正 8 年（1580）の文書写も所収 

 ＊「金沢殿宛て大宝寺義氏書状写」【史料７】 

  ・大宝寺義氏と金沢氏が友好関係。義氏は由利へ侵攻中。金沢氏も誰かと合戦中で、山を越えて 

和賀氏が援軍を派遣。誰との合戦？＝小野寺氏か？ 

  ・「其地」＝「金沢殿」の居所なので、金沢城の可能性あり。小野寺氏が金沢城を攻撃か？ 

  ・文書の年代…通説では天正 10 年。しかし、近年は天正 9 年以前説も（胡 18）…おそらく、 

天正 9 年以前が正しい。仙北干戈以前から六郷・金沢氏は小野寺氏と対立関係か 

  ・「金沢殿」は何者か…おそらく金沢権太郎。この頃には六郷氏一族としての金沢氏が成立か 

 ＊「石郷岡氏景書状」【史料８】 

  ・天正 11 年、安東家中の南部縫殿助が赤宇曽から金沢へ、そこで六郷氏が「生害」させる 

  ・同年、「金沢一揆」勃発との説も（「金氏系図」『横』補遺 1-197） 

 ＊「最上義光黒印状」【史料９】 

  ・天正 15 年「仙北干戈」…小野寺氏と六郷氏の対立、小野寺氏が金沢へ出陣 

 

※金沢城は、小野寺領の北端、六郷領の南端に位置する「境目の城」といえる 

 

３．近世初期の金沢城―金沢氏から佐竹氏へ― 

 

①奥羽仕置後の金沢城 

  ・天正 18～19 年（1590～91）奥羽仕置・奥羽再仕置を経て、六郷政乗は秀吉から 4518 石の 

所領を安堵、金沢氏ら麾下も存続、秀吉の蔵入地も設定。一時、検地反対一揆が勃発 

 



 

 ＊「中郡領知上リ高書上ゲ手控」【史料 10】 

  ・文禄 3 年（1594）の六郷領の諸村・石高などの情報を記した史料の写し 

  ・金沢氏領＝金沢本郷、金沢前郷、金沢長岡村の三ヶ村。金沢氏領＝2489 石＋蔵入地 823 石＝ 

3312 石。地名として、「根小舎、本町、荒町、下館」が見られる＝戦国期段階で城下町として 

成立していた様子 

  ・六郷氏麾下の久米氏領の安本村、飯詰村などは、かつて「横手」が奪ったが六郷氏が取り返し 

たとの記載…天正年間の小野寺氏と六郷・金沢氏らとの戦いのことを指すか 

 ＊『奥羽永慶軍記』（『横』軍記物 1-33 など）ほか 

  ・文禄 4 年に最上氏と小野寺氏の合戦（岩崎合戦）。六郷・金沢氏らは最上方に付く 

 

②「北の関ヶ原」と金沢城 

  ・慶長 5 年（1600）「北の関ヶ原」では、最上義光と上杉景勝が対立。小野寺義道は上杉方に、 

六郷氏らは最上方に 

 ＊「六郷政乗書状」【史料 11】 

  ・「横手表へ者、此方従金沢人数可指出候条」…金沢城が小野寺氏攻撃の拠点となっている様子＝ 

「境目の城」。大きく改修される契機としては、「北の関ヶ原」が最後か 

 

③佐竹氏の出羽入部と金沢城 

 ＊『佐竹家譜』・『奥羽永慶軍記』【史料 12】 

  ・慶長 7 年（1602）、佐竹氏が常陸から出羽へ転封。佐竹義重が六郷城に入城、梶原政景・東将 

監、太田五郎左衛門が金沢城を受け取り、入城との説 

 ＊『奥羽永慶軍記』・「河村氏由緒書」【史料 13】ほか 

  ・慶長 8 年、六郷にて一揆勃発。金沢城からは東将監、大塚権之助らが出陣 

  ・小野寺旧臣で金沢住の河村筑前らが佐竹氏に味方、案内役をして鎮圧 

  ・「金沢七騎」（『月の出羽路』）…河村氏など古来金沢住の武士七家。家老梅津氏の家臣に 

 ＊『月の出羽路』など 

  ・慶長 9 年、佐竹氏が金沢八幡神社を「御再興」 

 

④金沢城の廃城 

 ・金沢城の廃城年代…「元和八年ニ破却スカ」【史料６】とされる。藩政期の金沢は、羽州街道 

沿いの交通の要衝、宿場町として繁栄 

 ＊「梅津政景日記」  

・慶長 17 年（1612）4 月 2 日条…「金澤代官所」の存在 

・同年 9 月 6 日条【史料 14】…「金澤城山守」について「筑前」（＝河村筑前）が政景を通して

家老の渋江内膳に「侘言」し、従来通りに認められる…河村氏が金沢城の「山守」 

・同日条…政景が「金澤城之内、畑ひらきの儀」を申請し、これも渋江内膳から認められる 

⇒代官所や山守の存在、開墾が計画されていることから、この時点ですでに廃城か？ 

 

おわりに  

 

・金沢城の基本的な性格…小野寺領と六郷領の「境目」に位置する「境目の城」。周辺の城館と比較 

して規模・構造にレベル差があるのは、そのためか 

・基本的には六郷氏・金沢氏段階の遺構（天正期～慶長 5 年）と思われるが、佐竹氏がどれほど手 

を加えているのか 

 ・六郷城や茨島館と金沢城との関係…金沢城は金沢氏の居城？ 六郷氏の直轄城館？ 
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